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偉大なる 過去 を 背景に 持って いる 国民 は 勢いの ある 

親分 を 控えた 個人と 同じ 事で、 何かに付けて 心丈夫 

きょうまん 

である。 あるとき はこの 自覚の ために 驕慢の 念 を 起 

して、 当面の 務を 怠ったり 未来の 計 を 忘れて、 落ち 

付いている 割に # 心気 地が なくなる 恐れ は あるが、 成 上 

リ ものの 一 生 懸命に 奮闘す る 時の ように、 齷齪と こせ 

つ く 必要な く 鷹揚 自若と 衆人環視の 裡に立 つ て 世に 処 

する 事の 出来る の は 全く 祖先が 骨 を 折って 置いて くれ 

た 結果と いわなければ ならない。 

よ じんむ 

余 は 日本人と して、 神武 天皇 以来の 日本人が、 如何 

なる 事業 を わが 歴史上に 発展せ るかの 大 問題 を、 過去 



もと 

に 控えて 生息す る ものである。 固より 余 一人の 仕事 は、 

余 一人の 仕事に 違いない の だから、 余 一人の 意志で 

じよ-つ じゅ 

成就 もし 破壊 もす るつ もりで は あるが、 余の 過去、 I 

I もっと 大きく いえば、 わが 祖先が 余の 生れぬ 前に 残 

して 行って くれた 過去が、 余の 仕事の 幾分 か を 既に 余 

の 生れた 時に 限定して しまった ような 心 持が する。 自 

分 は 自分の する 事に つ いて あくまでも 責任 を 負う 

リ ようけん 

料簡で は あるが、 自分 をして この 責任 を 負わし むる 

もの は 自己 以外に は 遠い 背景が 控えて いるから だろう 

と 思う。 

そう 考えながら、 新しい 眼で 日本の 過去 を 振り返つ 



得た 財産で ある。 自分に 利用す るの は 養子の 権利 かも 

いちにんまえ 

知れない が、 こんな ものの 御蔭 を 蒙る の は 一人前の 男 

として は 気が 利かな 過ぎる と 思う と、 あり 余る 本 を 四 

方に 積みながら 非常に # 心気 地の ない 心 持が した。 

『東洋 美術 図譜』 は 余に こういう 料簡の 起った 当時 

たき 

に 出版され たもので ある。 これ は 友人 滝 君が 京都大学 

で 本邦 美術史の 講演 を 依託され た 際、 聴衆に 説明の 必 

要が あって、 建築、 彫刻、 絵画の 三門に わたって、 古 

来から 保存され た 実物 を 写真に した ものであるから、 

一枚 一枚に 観て 行く と、 この 方面に おいて、 わが 日本 

人が 如何なる 過去 を われわれ のために 捲 えて 置いて 



かしこれ は 千 人のう ちの 一 人で、 あくまでも 物 数奇の 

説 だと 心得て 聞かなければ ならない。 大体の 上から い 

うと、 そういう 物 数奇 もや はり 西洋の 方が 日本よ リ偉 

いと 思って いるの だろう。 余 も 残念な がらそう 考える- 

もし 日本に 文学な リ 美術な りが 出来る とすれば これ か 

ら である。 が、 過去に おいて 日本人が 既に これ だけの 

仕事 をして 置いて くれたと いう 自覚 は、 未来の 発展に 

少 からぬ 感化 を 与える に違いない。 だから 余 は 喜ん 

で 『東洋 美術 図譜』 を 読者に 紹介す る。 このうち から 

東洋に のみあって、 西洋の 美術に は 見出し 得べ から ざ 

る 特長 を 観 得する 事が 出来るならば、 たとい その 特 



底本 ： 「漱 石文 明 論集」 岩波 文庫、 岩波 書店 

1986 (昭和 S) 年^月^5日第ー刷発行 

1998 (平成^) 年 7 月 M 日 第^ 刷 発行 

入力 ： 柴田卓 治 

校正 ： 福 地 博 文 

1999 年 8 月 4 日 公開 

2 o 3 年 S 月 9 日 多ノ. 王 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



